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　本学は平成２８年度よりキャンパス整備を実
施してきましたが、その第１弾として『芸術デザイ
ン棟』が完成しました。つきましては、下記日程で
見学会を開催します。併せて美術科関連施設も
見学できます。美術やデザインに興味のある方、
本学に興味のある方、新しい建物好きの方は是
非ご参加ください。お待ちしております。

　市道拡幅工事に伴い、昼間（月～土曜日の８時３０分
～１７時00分）、大学西側の市道が全面通行止（歩行
者・ 自転車・バイクを除く）となります。通行止めの時間
帯では、自動車は右図のとおり南方向から南門に進入
し、南門から南方向へ退出してください。
　工事期間中、ご不便、ご迷惑をおかけ致しますが、ご協
力下さいますようお願いいたします。

大分県立芸術文化短期大学　https://www.oita-pjc.ac.jp

大分県立芸術文化短期大学

美術科ビジュアルデザインコース 美術科メディアデザインコース

音楽科

美術科専攻科プロダクトデザインコース

国際総合学科 情報コミュニケーション学科

情報を
いち早くGet! 芸文短大 検索

大分県立芸術文化短期大学の公式
Facebookでは、本学が主催するイベン
ト・展覧会等のお知らせをはじめ、キャン
パス内の様子や学生たちが行うさまざま
な活動について報告しています。また、
サークルやイベント、研究室等でも
Facebookを立ち上げています。

Event CalendarInformation 2017 12 dec. - 2018 3 MAR.

12月 DECEMBER

1月 JANUARY

2月 FEBRUARY

3月 MARCH

※各イベントは変更になる場合があります。

学外からお越しになる皆さまへ〈通行止めのお知らせ〉

ピックアップイベント

入試情報

芸術デザイン棟　完成見学会開催のお知らせ

日　　時 平成３０年１月８日（月・祝）成人の日
10：00～15：00

・芸術デザイン棟【新設】
・美術棟・工房・仮校舎

※詳細は本学HPをご覧ください。

見学対象

出願期間

平成３０年１月１２日（金）～２６日（金）

平成３０年２月２３日（金）～３月５日（月）

平成２９年１２月１５日（金）～２１日（木）

平成３０年２月１４日（水）・１５日（木） 平成３０年２月２３日（金）

平成３０年３月１６日（金）

平成３０年１月３０日（火）

平成３０年３月１４日（水）

平成３０年１月２０日（土）

一般Ａ日程

一般Ｂ日程

専攻科（音楽専攻）

試験日 合格発表

Epistula
大学広報誌「エピストゥラ」

大分県立芸術文化短期大学広報誌「Epistula」 2017年12月10日発行 通巻49号　「Epistula」：古典ラテン語で“手紙”という意味です。広報室からみなさまへ、芸文短大の“いま”を伝えるお手紙をお届けします。

芸短フェスタ2017イベント報告
■芸短フェスタ今後のイベント　■キャンパス整備情報　■新任教員紹介
【表紙モデル】創作音楽劇「Antonio～ヴィヴァルディの生涯～」キャストのみなさん

1日（金）
　シューベルト歌曲集「白鳥の歌」
1日（金）～10日（日）
　学内ギャラリー
　「市街地10景とその他の作品」
2日（土）
　VRで遊ぶまちなかマイグレート
　プロジェクト学長ツアー
2日（土）
　パーカッショングループ
　ミレニアム19thコンサート
6日（水）　
　オペラサークルOpera Piena di Vita
　第24回公演　喜歌劇「こうもり」
8日（金）～9日（土）
　佐藤美枝子客員教授公開レッスン
11日（月）～19日（火）
　学内ギャラリー「三人展（仮）」
13日（水）
　音楽科コンサートシリーズNo.95
　管弦打コースコンサート
　師走に心温まるひと時を
16日（土）
　大分文学考Ⅰ～別府編
16日（土）
　地域活動フォーラム
　～吉良伸一教授退職記念～
20日（水）
　創作音楽劇
　「Antonio～ヴィヴァルディの生涯～」
20日（水）～27日（水）
　学内ギャラリー「止まれ　見よ」

9日（火）～16日（火）
　学内ギャラリー「Type A/B/O/AB」
17日（水）～24日（水）
　学内ギャラリー「Rizott展」
25日（木）～31日（水）
　学内ギャラリー「ideal展（仮）」
30日（火）～2月4日（日）
　芸短デザインスクール2018
　卒業修了制作展 with LOVE&PEACE
30日（火）～31日（水）
　卒業研究発表（国際）

2日（金）～6日（火）　So Graphics
5日（月）～6日（火）　卒業研究発表（情コミ）
9日（金）
　音楽科コンサートシリーズNo.96
　声楽コースコンサート　声の饗宴

15日（木）　音楽科卒業演奏会
16日（金）　専攻科音楽専攻修了演奏会
20日（火）　卒業式・修了式

第５6回 美術科 卒業・修了制作展

期　間

時　間

会　場

2018年1月30日（火）～2月4日（日）

10：00～19：00（最終日は16：00まで）

大分県立美術館OPAM

芸短音楽科コンサートシリーズNo.96
声楽コース演奏会～声の響宴～
日　時

会　場

料　金

2018年2月9日（金）18：00開場／18：30開演

iichiko総合文化センター　音の泉ホール

無料

第56回 卒業演奏会
日　時

会　場

料　金

2018年3月15日（木）17：30開場／18：00開演

iichiko総合文化センター　音の泉ホール

無料

第34回 修了演奏会
日　時

会　場

料　金

2018年3月16日（金）17：30開場／18：00開演

iichiko総合文化センター　音の泉ホール

無料



芸術デザイン棟、完成！

新図書館着工！

キャンパス整備情報

芸短フェスタ
今後のイベント

芸短フェスタ2017イベント報告

　

美
術
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻
、専
攻
科
造
形
専
攻
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
学
生
19
名
の
作
品

を
O
P
A
M
展
示
室
B
に
て
展
示
。

　

持
ち
運
べ
る
フ
ル
ー
ツ
ボ
ウ
ル（
ダ
ン
ゴ
ム
シ
か

ら
発
想
！
）や
、だ
ら
し
な
い
姿
勢
を
肯
定
す
る
椅

子･･･

な
ど
、学
生
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
発
案
の
作

品
が
並
び
ま
し
た
。初
日
は
会
場
を
訪
れ
た
み
な

さ
ん
の
前
で
、各
学
生
が
自
分
の
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　平成28年11月に着工した芸術デザイン
棟。1年間の工事期間を終え、今月からいよ
いよ新校舎での授業がはじまりました。新技
術の導入に、IT環境はこれまで以上に充実
しています。この校舎でこれからどんなデザイ
ンが生まれるのか、期待が膨らみます。

　芸術デザイン棟に引き続き、図書館に着工
しました。こちらは平成30年7月に完成予定。
モダンかつ木のあたたかみを感じられるデザ
インです。

「交差展 
 ～Art Exhibition 10～」

今年で12回目を迎える「芸短フェスタ2017」。
展示会、コンサート、講演会など、今年は来年2月までの開催です。折り返し地点を迎え、ここまでのイベントを振り返りました。

9月に着任した教員を紹介

美術科　中島 暢美　先生

　9月より着任し、主として教職課程の教科を
担当します。長年、看護師や看護学校の学生
の心のケア、青年期の発達障害、イメージ療法
の３本柱で研究活動を行って来ました。
　また、これまで看護、福祉、心理系の学生に
教えてきましたので、芸術系の学生の教職課程

で教えるという新たな仕事を楽しみたいと思って
います。さらに、自身の研究を通して地域の方々
とも交流出来る機会を持てたら嬉しいと願って
おります。

のぶみなかじま
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国
際
総
合
学
科
城
田
愛
准
教
授
が
、20
年
以

上
に
わ
た
る
ハ
ワ
イ
調
査
か
ら
得
た
知
識
や
グ
ッ

ズ
を
も
ち
い
な
が
ら
、ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
考
察
。

　

実
物
で
の
ハ
ワ
イ
グ
ッ
ズ
の
紹
介
や
豊
富
な
知

見
と
資
料
で
、楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
ハ
ワ
イ
文

化
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
講
座
と

な
り
ま
し
た
。

ハワイ文化講座

　

音
楽
科
前
期
実
技
試
験
成
績
優
秀
者
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
。

　

今
年
は
選
抜
さ
れ
た
15
名
の
学
生
が
出
演
し
ま

し
た
。緊
張
を
表
情
に
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、若
さ

あ
ふ
れ
る
大
胆
さ
と
気
概
を
演
奏
に
込
め
、観
客

の
み
な
さ
ま
に
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

若さあふれるコンサート

　

音
楽
科
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。今
年
は
声
楽
コ
ー
ス

に
焦
点
を
当
て
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
さ
れ
た

学
生
が
ソ
リ
ス
ト
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

G
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
最
高
傑
作
と
も
呼
ば
れ
る「
レ

ク
イ
エ
ム
」で
は
、各
パ
ー
ト
の
ソ
リ
ス
ト
た
ち
が
若
々

し
い
歌
声
を
会
場
中
に
響
か
せ
、続
唱「
怒
り
の
日
」

は
ひ
と
き
わ
圧
巻
で
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
の
圧

倒
的
な
演
奏
は「
芸
文
短
大
こ
こ
に
あ
り
」と
言
わ

ん
ば
か
り
の
迫
力
で
し
た
。

第53回 定期演奏会

　

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
の
廣
道
純
選

手
を
は
じ
め
国
内
外
の
一
流
選
手
を
ゲ
ス
ト
に
お

迎
え
し
、ジ
ュ
リ
ー・ヌ
ー
ト
バ
ー
准
教
授
の
通
訳
に

よ
り
、様
々
な
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。廣
道
選
手

の
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
、一
流
選
手
の
競
技
に
対
す
る

本
音
や
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
ア
ス
リ
ー
ト
以
外
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大分国際車いすマラソン大会
「海外選手とTALK SHOW」

　

あ
い
に
く
の
台
風

の
影
響
で
２
日
目
は

体
育
館
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、テ
ー

マ
に
掲
げ
た
「
カ
ル

テ
ッ
ト
」の
と
お
り
、

学
友
会
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
芸
文
短
大
ら

し
さ
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
芸
短
祭
と
な

り
ま
し
た
。 第56回 芸短祭

　

10
月
29
日（
日
）に
本
学
で
講
演
会
を
行
い
、11

月
２
日（
木
）に
は
豊
後
大
野
市
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お

の
小
ホ
ー
ル
に
て
芸
短
フ
ェ
ス
タ
イ
ベ
ン
ト「
大
分

県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
と
渡
邊
琢
磨
に
よ
る

演
奏
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。映
画
、C
M
、舞
台

な
ど
の
音
楽
を
手
が
け
る
作
曲
家
の
渡
邊
琢
磨

氏
を
お
招
き
し
、渡
邊
氏
が
手
掛
け
た
音
楽
を
本

学
音
楽
科
非
常
勤
講
師
や
演
奏
員
を
交
え
演
奏

し
ま
し
た
。

大分県立芸術文化
短期大学と
渡邊琢磨による演奏会

　

11
月
13
日（
月
）に
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
河

北
秀
也
氏
を
お
招
き
し
、本
学
大
講
義
室
に
て
本

学
美
術
科
学
生
と
芸
術
緑
丘
高
校
美
術
科
生

徒
、一
般
参
加
の
方
を
対
象
に
特
別
講
演
と
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

河
北
氏
は「
い
い
ち
こ
」の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
テ
レ
ビ
C
M
、ポ
ス
タ
ー
、雑
誌
広
告
な
ど

を
企
画
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、日
本
ベ
リ
エ
ー
ル

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
で
東
京
藝
術
大
学

名
誉
教
授
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
和
酒
類（
株
）和
田
久
嗣
会
長
、本
学
中
山

欽
吾
学
長
と
と
も
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
、本
当

の
豊
か
さ
と
は
何
か
、さ
ら
にiichiko

デ
ザ
イ
ン

の
魅
力
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学長プロジェクト
河北秀也氏特別講演会・
トークセッション

巨大モザイクアート展

○主に教職科目を担当
○心のケアの研究に従事

平成29年5月

現在の様子

完成予想図

平成29年9月

JR大分駅前広場

詳細は本学HPをご覧ください

音楽科コンサートシリーズ
No.95 管弦打コースコンサート
師走に心温まるひと時を

大分文学考Ⅰ～別府編

地域活動フォーラム
～吉良伸一教授退職記念～

創作音楽劇
「Antonio
～ヴィヴァルディの生涯～」

芸短デザインスクール
2018/卒業・修了制作展
with LOVE＆PEACE

So Graphics
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January

2
2018

February 12 1612 20

12 16

PLACEiichiko総合文化センター
音の泉ホール

PLACE冨士屋Gallery一也百ホールPLACE

iichiko総合文化センター
音の泉ホール

PLACE 本学人文棟　大講義室PLACE大分県立美術館 OPAMPLACEiichiko総合文化センター
県民ギャラリー

PLACE

NEXT

0102



ボ
ル
ネ
オ
植
林
活
動
に
国
際
総
合
学
科
か
ら
５
名
が
参
加

GEITAN NEWS!

　

N
P
O
法
人
「
緑
の
大
地
の
会
」
が
主
催
す

る
ボ
ル
ネ
オ
で
の
植
林
研
修
が
、
８
月
17
日

（
木
）〜
８
月
21
日（
月
）に
行
わ
れ
、
本
学
国
際

総
合
学
科
１
年
生
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
熱
帯
雨
林
再
生
の
た
め
の
植

林
と
い
う
活
動
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
若
者

が
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
、行
動
す
る
こ
と

を
実
体
験
か
ら
理
解
し
て
ほ
し
い
、と
い
う
趣
旨

の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
ボ
ル
ネ
オ
島
に
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
、

サ
ラ
ワ
ク
州
で
の
共
同
植
林
活
動
の
他
、
現
地

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、地
球
環
境
問
題

だ
け
で
な
く
異
文
化
理
解
と
い
う
観
点
か
ら
も

学
生
が
将
来
に
向
け
て
行
動
す
る
動
機
付
け
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を

本
学
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た

　
「
第
19
回 

大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
」
の

ポ
ス
タ
ー
に
、
本
学
美
術
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻

２
年
生
の
安
永
彩
夏
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
選

ば
れ
ま
し
た
。や
わ
ら
か
な
色
合
い
の
あ
た
た

か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
。す
て
き
な
デ
ザ
イ
ン

の
制
作
経
緯
や
今
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
あ
る「
継
承
と
創
造
、
そ
し
て
飛

躍
の
予
感
」
の
「
飛
躍
」
と
い
う
言
葉
を
ヒ
ン

ト
に
、鳥
を
モ
チ
ー
フ
に
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

色
々
な
人
の
作
品
や
個
人
の
色
が
に
じ
み
、

き
れ
い
な
色
に
混
ざ
り
あ
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

制
作
に
は
約
一ヶ
月
か
か
り
ま
し
た
。ア
ナ
ロ

グ
な
作
業
が
普
段
か
ら
好
き
で
、
今
回
も
紙

に
絵
の
具
で
色
付
け
し
、鳥
の
形
に
切
り
、背

景
の
紙
に
貼
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。手
作
業
の
あ
た
た
か
み
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

地域巡回演奏会を開催

　

９
月
11
日（
月
）に
宇
佐
市
立
四
日
市
北
小
学
校
、

９
月
12
日（
火
）に
豊
後
大
野
市
立
百
枝
小
学
校
に

て
地
域
巡
回
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。本
学
音

楽
科
学
生
が
全
校
児
童
、
教
員
、
地
域
の
方
々
を
前

に
、オ
ペ
ラ
ハ
イ
ラ
イ
ト
、ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
連
弾
、
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
５
重
奏
、
器
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

地
域
巡
回
演
奏
会
は
県
民
の
方
々
や
小
・
中
学

生
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
大

学
と
県
民
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、地
域
文
化

の
向
上
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
昭
和
61
年
か
ら
始

ま
っ
た
活
動
で
す
。

　

最
後
ま
で
演
奏
に
一
生
懸
命
耳
を
傾
け
る
小
学

生
の
姿
に
、
こ
の
地
域
巡
回
演
奏
会
の
役
割
が
果
た

さ
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。楽

器
の
演
奏
や
歌
を
歌
う
こ
と
、
幅
広
く
奥
深
い「
音

楽
」に一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
興
味
を
も
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
５
回
デ
ザ
イ
ン
キ
ャ
ン
プ
と
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　

美
術
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス（
美
術
科 

松
坂
洋
三
教
授
、
松

本
康
史
専
任
講
師
）が
８
月
５
日
〜
６
日
に

佐
伯
市
マ
リ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
５

回
目
と
な
る
「
デ
ザ
イ
ン
キ
ャ
ン
プ
１
０
０
」

を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
の
課
題
テ
ー
マ
は

「
お
手
洗
い
」
の
デ
ザ
イ
ン
。37
名
の
学
生
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
泊
ま
り
込
み
で
デ
ザ
イ
ン
を

練
り
上
げ
ま
し
た
。

｠｠

今
年
度
表
彰
さ
れ
た
の
は
美
術
科
デ
ザ

イ
ン
専
攻
１
年
生
の
吉
浦
楓
さ
ん
、
２
年
生

の
古
家
菫
さ
ん
、
高
松
満
里
奈
さ
ん
、
有
馬

あ
か
ね
さ
ん
、
瀬
々
朝
子
さ
ん
、
縣
内
光
太

郎
さ
ん
で
す
。10
月
26
日
（
木
）
に
は
学
長

室
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
し
く

完
成
し
た
芸
術
デ
ザ
イ
ン
棟
で
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
の
か
、
期
待
が

膨
ら
み
ま
す
。

中国武漢市「THE SWING BAND」の
みなさんと音楽で国際交流

　

10
月
20
日（
金
）、「
お
お
い
た
夢
色
音

楽
祭
」へ
の
出
演
の
た
め
大
分
を
訪
れ
た

中
国
武
漢
市
の
ブ
ル
ー
ス
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「TH
E
 S
W
IN
G
 B
A
N
D

」の
皆
さ
ん
を

お
招
き
し
、
国
際
総
合
学
科
の
学
生
と

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。交
流
会

は
許
挺
傑
専
任
講
師
の
司
会
の
も
と
、

歌
や
意
見
交
換
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。　

　
「TH

E
 S
W
IN
G
 B
A
N
D

」の
み
な
さ

ん
は
本
学
の
ジ
ャ
ズ
サ
ー
ク
ル

「B
LO
O
M

」の
メ
ン
バ
ー
と
も
交
流
会
を

実
施
。音
楽
で
国
際
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
貴
重
な
交
流

会
に
な
り
ま
し
た
。「TH

E
 S
W
IN
G
 

B
A
N
D

」
の
み
な
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
ふ
た
た
び
大
分
で
披
露
し
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

　

９
月
17
日（
日
）に
第
２
回
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
予
定
で
し
た
が
台

風
18
号
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
、

翌
９
月
18
日
（
月
）
に
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。急
遽
変

更
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
や
保
護
者
の
方
々
、

先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
合
計

３
８
４
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
ま

し
た
が
、例
年
よ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん一

人
ひ
と
り
と
教
職
員
や
在
学
生
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
よ
り
多
く
、

芸
文
短
大
で
の
学
び
や
特
色
な
ど
を

お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

卒業生が本学を訪問してくれました
ー韓国 釜山外国語大学への留学を終えてー

　

平
成
26
年
度
に
本
学
国
際
総
合
学
科
を
卒
業

後
、
釜
山
外
国
語
大
学
に
第
１
期
生
と
し
て
３
年

次
編
入
し
、
今
年
８
月
に
同
学
を
卒
業
し
た
杉
本

麻
香
さ
ん
、
足
立
小
夏
さ
ん
、
井
上
万
由
子
さ
ん
、

佐
々
木
麻
衣
さ
ん
、
寺
崎
真
由
さ
ん
が
本
学
を
訪

問
し
て
く
れ
ま
し
た
。編
入
学
の
指
導
と
サ
ポ
ー
ト

を
担
当
し
た
国
際
総
合
学
科
朴
貞
蘭
准
教
授
と

久
々
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
す
で
に
就
職
の
内
定
も
決
ま
っ
て
お

り
、
４
月
か
ら
日
本
の
企
業
で
勤
務
を
す
る
予
定

で
す
。留
学
の
経
験
を
確
実
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
繋

げ
て
い
る
本
学
の
学
生
た
ち
。今
後
も
卒
業
生
の

活
躍
の
報
告
が
楽
し
み
で
す
。

国
際
総
合
学
科
の
学
生
が
第
１
回
日
本
語
検
定
に
挑
戦

　

平
成
29
年
度
第
１
回
日
本
語
検
定
に
お

い
て
、
本
学
国
際
総
合
学
科
の
学
生
が
東
京

書
籍
賞
優
秀
賞
（
団
体
表
彰
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。｠

日
本
語
検
定
は
６
つ
の
領
域
（
敬

語
・
文
法
・
語
彙
・
言
葉
の
意
味
・
表
記
・

漢
字
）か
ら
出
題
さ
れ
、
総
合
的
な
日
本
語

力
を
高
め
る
た
め
の
検
定
で
す
。

　

国
際
総
合
学
科
で
は
、日
本
語
検
定
３
級

（
高
校
卒
業
〜
社
会
人
基
礎
レ
ベ
ル
）取
得
を

目
指
す
「
検
定
日
本
語
演
習
」（
担
当
：
長

福
香
菜
専
任
講
師
）の
授
業
を
前
期
に
開
講

し
て
い
ま
す
。　

　

６
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
第
１
回
日
本
語

検
定
で
は
受
講
者
35
名
が
３
級
・
準
３
級

合
格
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
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サービスラーニング報告

サービスラーニングとは、「大学で学んだことを地域で
活かし、活動することで学びの意義を知る」を目的と
した本学の特色あるプログラムです。単なるボラン
ティアでは終わらない、主体性・協調性・論理性のあ
る「社会人力」の育成を目指しています。

　大分七夕まつり2日目の8月5日（土）、大
分青年会議所が主催する「七夕ブロード
ウェイ」に今年も多くの学生が参加しました。
　学生たちは当日の午後2時から荷揚町
小学校体育館に集合し、バルーン作りを行
いました。約２万個のバルーン完成後は七
夕まつりの会場に移動し、市民のみなさんに
風船を配りました。今年は参加者に太鼓を
配り、太鼓のリズムとともに風船をリリース。
夏の夜空に放たれた風船は鮮やかで、祭の
熱気を一層盛り上げました。

　今年で第５回目となる「赤い羽根ボールペン応援プロジェクト２
０１７」がスタートしました。
　このプロジェクトは、共同募金活動の一環として、２００円以上
の募金をしていただいた方に、美術科デザイン専攻の学生が赤
い羽根をデザインしたボールペンを１本贈呈しています。書きやす
さとデザインのかわいらしさ、募
金活動で社会貢献できる良さ
を詰め込んだ１本です。
　今年も学生らしいユニーク
なアイデアで募金活動を行い
たいと思います。ご協力よろし
くお願いいたします。

　10月8日(日)、サービスラーニングで中津市三光コスモス祭りに参加しました。
　三光コスモス祭りは市内外から多くの観光客が訪れ、中津市の秋の風物詩と
して親しまれています。
　参加した学生達は、フォトフレームづくりのワークショップと赤い羽根ボールペン
の募金活動を行いました。段ボールを張り合わせたフレームに子どもたちに色とり

どりの包装紙や色紙を張っても
らって、世界にひとつだけのフォ
トフレームを作りました。満開のコ
スモス畑を背景に子どもたちの
写真を撮って印刷し、家族の楽
しい思い出を飾る写真立てがで
きました。

　10月に行われた芸短祭はあいにくのお天気にも
関わらず、たくさんの方が遊びに来てくれました。初
の試みだった芸短ミスター・ミスコンテスト、ペチャク
チャナイトも大盛況のうちに幕を閉じました。
　12月22日はクリスマスパーティを開催します。「ク
リスマスバザーin芸短」を同時開催し、作品や雑貨
の販売をしますので学生はもちろん先生方も気軽に
遊びに来て下さい！
　学友会の運営委員はもうすぐ1年生にバトンタッ
チして、新メンバーでこれまで以上に芸短を盛り上げ
ていきます。一緒に楽しいイベントを企画・実行する
運営委員のメンバーも随時募集しています！

　

芸
術
デ
ザ
イ
ン
棟
の
増
改
築
が
完
成
し
て
、デ
ザ
イ
ン
棟

か
ら
の
引
っ
越
し
も
終
わ
り
ま
し
た
。以
前
か
ら
あ
る
旧
芸

術
デ
ザ
イ
ン
棟
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
見
違
え
る
よ
う
な
新

校
舎
と
な
り
ま
し
た
。人
文
棟
も
外
壁
塗
装
に
よ
り
、新
築

か
と
思
わ
れ
る
姿
を
現
し
ま
し
た
。次
の
工
事
は
正
門
と

事
務
棟
の
間
に
建
つ
新
図
書
館
棟
で
、
基
礎
工
事
も
進
ん

で
、
間
も
な
く
建
屋
の
建
築
が
始
ま
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
、

こ
れ
か
ら
先
も
至
る
所
で
工
事
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ン
棟
の
引
越
移
転
が
終
わ
っ
て
、

12
月
か
ら
は
デ
ザ
イ
ン
棟
を
取
り
壊
し
、
新
た
に
音
楽
ホ
ー

ル
棟
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
に

並
行
し
て
、
大
学
本
来
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
着
々
と
計
画
・

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
の
芸
短
祭
は
生
憎
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
会
場
を
体
育
館
に
移
し
て
無
事

や
り
遂
げ
ま
し
た
。

　

丁
度
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
開
催
し
た
の
が
、河
北
秀
也
氏
の
特
別
講
演
・
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。氏
は
長
年
三
和
酒
類
（iichiko

）
の

ボ
ト
ル
か
ら
T
V
や
ポ
ス
タ
ー
の
広
告
宣
伝
に
至
る
ま
で
の

デ
ザ
イ
ン
を
一
手
に
引
き
受
け
て
、
素
晴
ら
し
い
評
価
を
得

て
こ
ら
れ
た
方
で
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
賭
け
る
一
貫
し
た
考
え

方
に
感
銘
し
ま
し
た
。ま
た
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
た
め

に
、
世
界
の
景
色
を
探
し
て
選
ん
だ
大
自
然
や
田
園
風
景

の
素
晴
ら
し
さ
は
、
学
生
を
含
む
出
席
し
た
全
て
の
方
に

深
い
感
銘
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
、12
月
だ
け
で
も『
管
弦
打
コ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
』、

『
大
分
文
学
考
〜
別
府
編
』、吉
良
教
授
の
退
官
記
念『
地
域

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
』、創
作
音
楽
劇『Antonio

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

の
生
涯
』
な
ど
目
白
押
し
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。芸

術
の
秋
に
引
き
続
き
、冬
も
十
分
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

「七夕ブロードウェイ」に今年も参加

赤い羽根ボールペン
応援プロジェクト2017がスタート

中津市三光コスモス祭りに参加

　大分県の恵み豊かな環境に感謝し、環境保全の大切さを再認識することを
目的とした「おおいたうつくし感謝祭2017」が10月29日(日)若草公園で開催さ
れました。
　大分県うつくし作戦推進課と商店街が、商店街の美化や環境意識の向上
のため共同で取り組んだ活動「うつくしショーウインドー」の効果について、大分
県と共同で実施したアンケートの調査結果を本学学生が分析・報告をしまし
た。「うつくしショーウインドー」の取組みははじまったばかりのため、この取組みを
街のにぎわいにつなげていくためには、もっと広く市民に取組みについて知って
もらう必要があることを報告しました。

「おおいたうつくし感謝祭2017」に参加

学
長
コ
ラ
ム

学内ギャラリー作品紹介

詳細やほかの活動は、
情報コミュニケーション学科HP
http://oitapc-cis.jp/
同Facebookでご覧いただけます。

学友会情報

日々是精進

学長 中山 欽吾

Twitter : @GakuyuGetan

フォロー
してね!

日頃の努力が、賞の受賞や商品化など
結果に繋がった学生たちを紹介します。

「辿る」
専攻科造形専攻2年
新留 紗智

「道半ば展」
美術科美術専攻2年
甲斐 あかり　矢沢 月

「アジアンビューティ
  コッペパン」
美術科美術専攻2年
福留清香　小山 希望

「線展」
美術科美術専攻1年
池田 あかり

「風景展」
専攻科造形専攻1年　新留 紗智
美術専攻副手　上野 真実

美術科美術専攻1年
吉川 鈴江　坂井 紗耶

「二人展」

竹田キャンパス通信
　先日、ここ竹田キャンパスのグラウンドで
ゲートボールをしている近所の老人会のユニ
フォームTシャツを作りました。デザインはおじ
いちゃんおばあちゃん達と昼食を一緒に食べ
ながら考え、シルクスクリーンの型はこちらで
制作し、Tシャツに刷るプリント作業は皆さん
と一緒に行いました。子ども達であれ、お年寄
りであれ自分達の使うものを自分達の手で作
り上げる、何とも素敵な事です。失敗してもそ
こには愛着もわきますし、自身の手で仕上げる
喜びがあります。そして物作りの原点がそこに
あるように思います。

美術科非常勤講師　前田亮二

Taketa
Campus

　総合福祉施設「美晴が丘（竹田市直入町）」の秋祭りにてidealサークル
の学生１１名が風車制作のワークショップを行いました。風車を片手に走り回
る子ども達、なんとものどかな風景です。興味深く制作する大人たちの姿もあ
りました。風車、単純ではありますが懐かしさを感じる素敵なおもちゃです。

※竹田キャンパスは、廃校となっていた下竹田小学校（竹田市直入町）を
　利用して、地域と密着したさまざまなアート活動を行っています。

活動報告

第8回美晴が丘秋祭り　１０月１日（日）／美晴が丘

大学生観光まちづくりコンテスト2017
ツーリズム大分会長賞
【こでなみん】国際総合学科１年
萱島温子、伊南天奈、宮川楓、森下このみ
プレゼンテーション部門出場
【チーム大分っ子】国際総合学科1年
矢野杏実、國田愛実、熊谷里菜、梶原菜那

「第55回北九州芸術祭クラシックコンサート」
北九州芸術祭大賞及び県知事賞
「第6回秋吉台音楽コンクール室内楽部門」　入選
「第23回宮日音楽コンクール」　最優秀賞
専攻科音楽専攻管弦打コース２年 山下 優輝

「第71回全日本学生音楽コンクール北九州大会声楽部門」伴奏賞
専攻科音楽専攻声楽コース１年 伊達 紋可

「第45回大分県音楽コンクール」　第2位
「第33回JPTAピアノオーディション」　奨励賞
音楽科ピアノコース１年 川村 想乃

「第27回日本クラシック音楽コンクール」全国大会出場
専攻科音楽専攻ピアノコース１年 牟田口 七海

「第45回大分県音楽コンクール」　第1位
音楽科ピアノコース１年 河添 真子

「第19回ショパン国際ピアノコンクールin ASIA 北九州地区予選」
銅賞　全国大会出場
専攻科音楽専攻ピアノコース１年　徳久　葵
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　本学は平成２８年度よりキャンパス整備を実
施してきましたが、その第１弾として『芸術デザイ
ン棟』が完成しました。つきましては、下記日程で
見学会を開催します。併せて美術科関連施設も
見学できます。美術やデザインに興味のある方、
本学に興味のある方、新しい建物好きの方は是
非ご参加ください。お待ちしております。

　市道拡幅工事に伴い、昼間（月～土曜日の８時３０分
～１７時00分）、大学西側の市道が全面通行止（歩行
者・ 自転車・バイクを除く）となります。通行止めの時間
帯では、自動車は右図のとおり南方向から南門に進入
し、南門から南方向へ退出してください。
　工事期間中、ご不便、ご迷惑をおかけ致しますが、ご協
力下さいますようお願いいたします。

大分県立芸術文化短期大学　https://www.oita-pjc.ac.jp

大分県立芸術文化短期大学

美術科ビジュアルデザインコース 美術科メディアデザインコース

音楽科

美術科専攻科プロダクトデザインコース

国際総合学科 情報コミュニケーション学科

情報を
いち早くGet! 芸文短大 検索

大分県立芸術文化短期大学の公式
Facebookでは、本学が主催するイベン
ト・展覧会等のお知らせをはじめ、キャン
パス内の様子や学生たちが行うさまざま
な活動について報告しています。また、
サークルやイベント、研究室等でも
Facebookを立ち上げています。

Event CalendarInformation 2017 12 dec. - 2018 3 MAR.

12月 DECEMBER

1月 JANUARY

2月 FEBRUARY

3月 MARCH

※各イベントは変更になる場合があります。

学外からお越しになる皆さまへ〈通行止めのお知らせ〉

ピックアップイベント

入試情報

芸術デザイン棟　完成見学会開催のお知らせ

日　　時 平成３０年１月８日（月・祝）成人の日
10：00～15：00

・芸術デザイン棟【新設】
・美術棟・工房・仮校舎

※詳細は本学HPをご覧ください。

見学対象

出願期間

平成３０年１月１２日（金）～２６日（金）

平成３０年２月２３日（金）～３月５日（月）

平成２９年１２月１５日（金）～２１日（木）

平成３０年２月１４日（水）・１５日（木） 平成３０年２月２３日（金）

平成３０年３月１６日（金）

平成３０年１月３０日（火）

平成３０年３月１４日（水）

平成３０年１月２０日（土）

一般Ａ日程

一般Ｂ日程

専攻科（音楽専攻）

試験日 合格発表

Epistula
大学広報誌「エピストゥラ」

大分県立芸術文化短期大学広報誌「Epistula」 2017年12月10日発行 通巻49号　「Epistula」：古典ラテン語で“手紙”という意味です。広報室からみなさまへ、芸文短大の“いま”を伝えるお手紙をお届けします。

芸短フェスタ2017イベント報告
■芸短フェスタ今後のイベント　■キャンパス整備情報　■新任教員紹介
【表紙モデル】創作音楽劇「Antonio～ヴィヴァルディの生涯～」キャストのみなさん

1日（金）
　シューベルト歌曲集「白鳥の歌」
1日（金）～10日（日）
　学内ギャラリー
　「市街地10景とその他の作品」
2日（土）
　VRで遊ぶまちなかマイグレート
　プロジェクト学長ツアー
2日（土）
　パーカッショングループ
　ミレニアム19thコンサート
6日（水）　
　オペラサークルOpera Piena di Vita
　第24回公演　喜歌劇「こうもり」
8日（金）～9日（土）
　佐藤美枝子客員教授公開レッスン
11日（月）～19日（火）
　学内ギャラリー「三人展（仮）」
13日（水）
　音楽科コンサートシリーズNo.95
　管弦打コースコンサート
　師走に心温まるひと時を
16日（土）
　大分文学考Ⅰ～別府編
16日（土）
　地域活動フォーラム
　～吉良伸一教授退職記念～
20日（水）
　創作音楽劇
　「Antonio～ヴィヴァルディの生涯～」
20日（水）～27日（水）
　学内ギャラリー「止まれ　見よ」

9日（火）～16日（火）
　学内ギャラリー「Type A/B/O/AB」
17日（水）～24日（水）
　学内ギャラリー「Rizott展」
25日（木）～31日（水）
　学内ギャラリー「ideal展（仮）」
30日（火）～2月4日（日）
　芸短デザインスクール2018
　卒業修了制作展 with LOVE&PEACE
30日（火）～31日（水）
　卒業研究発表（国際）

2日（金）～6日（火）　So Graphics
5日（月）～6日（火）　卒業研究発表（情コミ）
9日（金）
　音楽科コンサートシリーズNo.96
　声楽コースコンサート　声の饗宴

15日（木）　音楽科卒業演奏会
16日（金）　専攻科音楽専攻修了演奏会
20日（火）　卒業式・修了式

第５6回 美術科 卒業・修了制作展

期　間

時　間

会　場

2018年1月30日（火）～2月4日（日）

10：00～19：00（最終日は16：00まで）

大分県立美術館OPAM

芸短音楽科コンサートシリーズNo.96
声楽コース演奏会～声の響宴～
日　時

会　場

料　金

2018年2月9日（金）18：00開場／18：30開演

iichiko総合文化センター　音の泉ホール

無料

第56回 卒業演奏会
日　時

会　場

料　金

2018年3月15日（木）17：30開場／18：00開演

iichiko総合文化センター　音の泉ホール

無料

第34回 修了演奏会
日　時

会　場

料　金

2018年3月16日（金）17：30開場／18：00開演

iichiko総合文化センター　音の泉ホール

無料
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